
 

 

COBOL Enterprise Edition V3 for Windowsは以下のソフトウェアによって構成されています。 

 COBOL Enterprise Edition Developer V3.0 
COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 一式、および COBOL開発環境（アクセスライセンス:5）から構成され、開発時に必

要となる製品。 

 COBOL Enterprise Edition Developer アクセスライセンス V3.0 
COBOL Enterprise Editionの開発環境をリモートでアクセスするためのライセンス。 

 COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 
コンパイラと評価用ランタイムから構成され、開発時に必要となる製品。 

開発環境を必要としないユーザ向けパッケージ。 

 COBOL Enterprise Edition Runtime V3.0 
COBOL で生成したアプリケーションの運用環境に必要となる製品。 

 COBOL Enterprise Edition Runtime追加 1ライセンス V3.0  
COBOL Enterprise Edition Runtimeの追加ライセンス製品。 

最初の 2Core までは、「COBOL Enterprise Edition Runtime V3.0」が必要。 

以降、2Core につき 1本「COBOL Enterprise Edition Runtime 追加 1 ライセンス V3.0」が必要。 

 COBOL SQLアクセス Server Runtime V1.1 
SQL アクセス機能を利用する COBOL アプリケーションを Windows サーバ OS で実行する場合に必要となるランタイム製品。

最初の 2Core までは、1本が必要。以降、2Core につき 1本が必要。 

 COBOL SQLアクセス Client Runtime V1.1 
SQL アクセス機能を利用する COBOL アプリケーションを Windows クライアント OS で実行する場合に必要となるランタイム製

品。 

 COBOL 言語説明書 V3.0 
COBOL言語説明書（COBOL言語説明書は、著作権上 CD-ROM媒体からの参照のみ可能） 

 COBOL Media V3.0 
COBOL製品のインストール媒体製品。 

COBOL Enterprise Edition Developer V3.0および COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0には同梱。 

※本書内では「COBOL Enterprise Edition」を「COBOL EE」と表記します。 

COBOL Enterprise Edition V3 for Windows 



 

 

 

COBOL Enterprise Edition V3は以下のソフトウェアによって構成されています。 

 COBOL Enterprise Edition Developer V3.0 
COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 一式、およびクライアント／サーバ型の開発環境（サーバ：1、クライアント：5）から構

成され、開発時に必要となる製品。 

 COBOL Enterprise Edition Developer クライアントライセンス V3.0  
COBOL Enterprise Edition のクライアント開発環境を追加するためのライセンス。 

 COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 
コンパイラと評価用ランタイムから構成され、開発時に必要となる製品。 

開発環境を必要としないユーザ向けパッケージ。 

 COBOL Enterprise Edition Server Runtime V3.0 
COBOL で生成したアプリケーションの運用環境に必要となる製品。 

 COBOL Enterprise Edition Server Runtime追加 1ライセンス V3.0  
COBOL Enterprise Edition Server Runtimeの追加ライセンス製品。 

最初の 2Core までは、「COBOL Enterprise Edition Server Runtime V3.0」が必要。 

以降、2Core につき 1本「COBOL Enterprise Edition Server Runtime 追加 1 ライセンス V3.0」が必要。 

 COBOL SQLアクセス Server Runtime V1.1 
SQLアクセス機能を利用したアプリケーションの運用環境に必要となる製品。 

最初の 2Core までは、1本が必要。以降、2Core につき 1本が必要。 

 COBOL 言語説明書 V3.0 
COBOL言語説明書（COBOL言語説明書は、著作権上 CD-ROM媒体からの参照のみ可能） 

 COBOL Media V3.0 
COBOL製品のインストール媒体製品。 

COBOL Enterprise Edition Developer V3.0および COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0には同梱。 

 

COBOL Enterprise Edition V3 for Linux 



 

 

 

システム名： 単独サーバ業務システム(Windows) ユーザ数： 1ユーザ 
 

ポイント：  

マルチコア CPU のサーバ１台で開発・運用します。 

COBOL開発環境は使用しません。整列併合機能、索引ファイル機能、refam機能、COBOL/Sを使用します。 
  

推奨ハードウェア 
 

Express5800/120シリーズ 
Windows Server 2016 
必要メモリ：16MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 
(別途、Visual Studioの 
モジュール分のディスク 
容量が必要です。) 

 

 

型名 品名 
数

量 
単価 合価 

月間保守料 

単価 
月間保守料 

合価 

UL1387-508 COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 1 2,000,000 2,000,000 25,000 25,000 
UL1387-509-I COBOL Enterprise Edition Runtime V3.0 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL1387-50A-I COBOL Enterprise Edition Runtime 追加1
ライセンス V3.0 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL1387-50B COBOL Media V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL9387-50D COBOL言語説明書 V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL1200-B04 SORTKIT/Enterprise for Windows V6.5 1 500,000 500,000 6,300 6,300 
UL1254-001 ISAM V1.0 1 200,000 200,000 2,500 2,500 
UL1254-002 ISAM 追加1ライセンス V1.0 1 70,000 70,000 900 900 
UL1098-x603 refam VX Ver5.2 1 800,000 800,000 10,000 10,000 
UL1614-206 COBOL/S for Windows V1.2 1 1,322,500 1,322,500 16,600 16,600 

 Visual Studio(2012 Update5以降または2013 
Update5以降または2015または2017） 1  別売   

合計価格 7,392,500 92,700 
※金額はいずれも税別 

見積もり時の注意事項 
・ 開発サーバには、Visual Studio(別売)が必要です。 
・ 本番実行を行うために、COBOL Enterprise Edition Runtime (UL1387-509-I)と COBOL Enterprise Edition 
Runtime 追加 1 ライセンス(UL1387-50A-I)を、CPU/Core数に応じた必要ライセンス分、購入してください。 
・ COBOL Media(UL1387-50B)、COBOL言語説明書(UL9387-50D)は必要に応じて、購入してください。 
・整列併合機能を使用する場合は、SORTKIT製品を購入してください。 
・索引ファイル機能を使用するには ISAM製品を、refam機能を使用するには refam製品を購入してください。 
・ COBOL/S を使用するには、COBOL/S製品を購入してください。 
・ 発注伝票を作成し印刷するには、別途、帳票作成と印刷の製品を購入してください。 
 

2 コア/CPU、物理 CPU2 個 

構成例 
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作成 
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COBOL EE 
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システム名： 単独開発／複数サーバ評価システム
(Windows) ユーザ数： 1ユーザ 

 

ポイント： 
1台のサーバで設計・製造し、複数台のサーバで評価を実施します。 

アプリケーション作成はコマンドラインベースで実施するため、開発環境は利用しません。 

整列併合機能、索引ファイル機能、refam機能、GMPを使用します。 
 推奨ハードウェア 

 サーバ： 
Express5800/120シリーズ 
Windows Server 2016 
必要メモリ：16MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 
(開発サーバには 
別途、Visual Studioの 
モジュール分のディスク 
容量が必要です。) 

 

型名 品名 
数

量 
単価 合価 

月間保守料 

単価 
月間保守料 

合価 

UL1387-508 COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 1 2,000,000 2,000,000 25,000 25,000 
UL1387-509-I COBOL Enterprise Edition Runtime V3.0 2 1,250,000 2,500,000 15,700 31,400 

UL1387-50A-I COBOL Enterprise Edition Runtime 追加
1ライセンス V3.0 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL1387-50B COBOL Media V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL9387-50D COBOL言語説明書 V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL1200-B04 SORTKIT/Enterprise for Windows V6.5 2 500,000 1,000,000 6,300 12,600 
UL1254-001 ISAM V1.0 2 200,000 400,000 2,500 5,000 
UL1254-002 ISAM 追加1ライセンス V1.0 1 70,000 70,000 900 900 
UL1098-x603 refam VX Ver5.2 1 800,000 800,000 10,000 10,000 
UL1614-107 GMP for Windows V1.1 1 1,150,000 1,150,000 14,400 14,400 

 Visual Studio(2012 Update5以降または2013 
Update5以降または2015または2017） 1  別売   

合計価格 9,170,000 115,000 
※金額はいずれも税別 

見積り時の注意事項： 
・ 開発サーバには、Visual Studio(別売)が必要です。 
・COBOL Enterprise Edition Compilerのインストールされているマシンで評価を行う場合は COBOL Enterprise 
Edition Runtimeは不要です。 
・ COBOL Enterprise Edition Compiler のインストールされていないマシンで評価を行う場合は、COBOL 
Enterprise Edition Runtime (UL1387-509-I)と COBOL Enterprise Edition Runtime 追加 1 ライセンス
(UL1387-50A-I)を、CPU/Core数に応じた必要ライセンス分、購入してください。 
・COBOL Media(UL1387-50B)、COBOL言語説明書(UL9387-50D)は必要に応じて、必要数量を購入してくださ
い。 
・整列併合機能を使用する場合は、SORTKIT製品を購入してください。 
・索引ファイル機能を使用するには ISAM製品を、refam機能を使用するには refam製品を購入してください。 
・GMPを使用するには、GMP製品を購入してください。 

4 コア/CPU、物理 CPU1 個 

Express5800/120 評価環境 

Express5800/120 

開発環境 

コピー 

AP1 
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作成 

COBOL EE Runtime 

4 コア/CPU、物理 CPU1 個 
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システム名： サーバ集中業務システム（Windows） ユーザ数： 3ユーザ 
 
ポイント： 
２台のクライアントからリモートデスクトップで同時接続して開発を行います。 

評価は、COBOL開発環境がインストールされたサーバを、そのまま使用します。 
実行は、開発を含めた３台のクライアントから別の実行サーバにリモートデスクトップ接続します。 
COBOL開発環境、整列併合機能、索引ファイル機能、COBOLプログラムに部品を組み込む機能を使用します。 
 推奨ハードウェア 

 サーバ： 
Express5800/120シリーズ 
Windows Server 2016 
必要メモリ：35MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 
(開発サーバには 
別途、Visual Studioの 
モジュール分のディスク 
容量が必要です。) 
 

 
 クライアント： 
  パーソナルコンピュータ 
      ※タブレット PCは除く 
  Windows 10 
必要メモリ：5MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 

 

型名 品名 
数

量 
単価 合価 

月間保守料 

単価 
月間保守料 

合価 

UL1387-50F COBOL Enterprise Edition Developer V3.0 1 3,370,000 3,370,000 42,200 42,200 

UL1387-50G-I COBOL Enterprise Edition Developer アク
セスライセンス V3.0 0 337,000 0 4,300 0 

UL1387-509-I COBOL Enterprise Edition Runtime V3.0 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL1387-50A-I COBOL Enterprise Edition Runtime 追加1
ライセンス V3.0 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL1387-50B COBOL Media V3.0 0 10,000 0 ― ― 

UL9387-50D COBOL言語説明書 V3.0 0 10,000 0 

―
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― 

UL1200-B04 SORTKIT/Enterprise for Windows V6.5 2 500,000 1,000,000 6,300 12,600 
UL1254-001 ISAM V1.0 1 200,000 200,000 2,500 2,500 
UL1254-002 ISAM 追加1ライセンス V1.0 1 70,000 70,000 900 900 
UL1254-003 ISAM 管理ノード追加1ライセンス 3 130,000 390,000 1,700 5,100 

UL1266-001 COBOL拡張部品 ライブラリ for Windows 
V1.0 1 1,150,000 1,150,000 14,400 14,400 

UL1266-002 COBOL拡張部品 定義エディタ V1.0 1 230,000 230,000 2,900 2,900 

 Visual Studio(2012 Update5以降または 2013 
Update5以降または2015または2017） 1  別売   

合計価格 8,680,000 109,100 

4 コア/CPU、物理 CPU1 個 

Express5800/120 

運用環境 
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4 コア/CPU、物理 CPU1 個 
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※金額はいずれも税別 

見積り時の注意事項： 
・ 開発サーバには、Visual Studio(別売)が必要です。必要数は Visual Studioのライセンス規約に従います。 
・ 分散開発のクライアント台数が COBOL Enterprise Edition Developer に添付の 5 台を超える分は、COBOL 
Enterprise Edition Developer アクセスライセンスが必要です。 
・ 本番実行を行うために、COBOL Enterprise Edition Runtime (UL1387-509-I)と COBOL Enterprise Edition 
Runtime 追加 1 ライセンス(UL1387-50A-I)を、CPU/Core数に応じた必要ライセンス分、購入してください。 
・COBOL Media(UL1387-50B)、COBOL言語説明書(UL9387-50D)は必要に応じて、必要数量を購入してください。 
・整列併合機能を使用するには SORTKIT製品を、索引ファイル機能を使用するには ISAM製品を購入してください。 
・COBOL プログラムに部品を組み込む機能を使用するには、COBOL 拡張部品製品を購入してください。 



 

システム名： 単独サーバ業務システム(Linux) ユーザ数： 1ユーザ 
 

ポイント：  

マルチコア CPU のサーバ１台で開発・運用します。 

COBOL 開発環境は使用しません。 

整列併合、索引ファイル機能、refam 機能、COBOL/S を使用します。 
  

推奨ハードウェア 
Express5800/120シリーズ 
Red Hat Enterprise Linux 7 
x86_64 
必要メモリ：16MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 
 

 

型名 品名 
数

量 
単価 合価 

月間保守料 

単価 
月間保守料 

合価 

UL4387-508 COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 1 2,000,000 2,000,000 25,000 25,000 

UL4387-509-I COBOL Enterprise Edition Server 
Runtime V3.0 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL4387-50A-I COBOL Enterprise Edition Server 
Runtime V3.0 追加1ライセンス 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL4387-50B COBOL Media V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL9387-50D COBOL 言語説明書 V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL4200-503 SORTKIT/Enterprise for Linux V2.3 1 500,000 500,000 6,300 6,300 
UL4031-001 ISAM V1.0 1 300,000 300,000 3,800 3,800 
UL4031-002 ISAM 追加1ライセンス V1.0 1 100,000 100,000 1,300 1,300 
UL4098-x203 refam VX 1 900,000 900,000 11,300 11,300 
UL4098-x213 refam VX CPUライセンス 1 440,000 440,000 5,000 5,000 
UL4614-204 COBOL/S for Linux V1.2 1 1,322,500 1,322,500 16,600 16,600 

合計価格 8,062,500 100,700 
※金額はいずれも税別 

見積もり時の注意事項 
・ 本番実行を行うために、COBOL Enterprise Edition Server Runtime(UL4387-509-I)と COBOL Enterprise 
Edition Server Runtime 追加 1ライセンス(UL4387-50A-I)を、CPU/Core数に応じた必要ライセンス分、購入し
てください。 
・ COBOL Media(UL4387-50B)、COBOL 言語説明書(UL9387-50D)は必要に応じて、必要数量を購入してくだ
さい。 
・ 整列併合機能を使用する場合は、SORTKIT製品を購入してください。 
・ 索引ファイル機能を使用する場合は、ISAM製品を購入してください。 
・ refam機能を使用する場合は、refam製品を購入してください。 
・ COBOL/S を使用する場合は、COBOL/S製品を購入してください。 
 

2 コア/CPU、物理 CPU2 個（計 4Core） 

プリンタ 

作成 

COBOL EE 

Compiler AP 

COBOL EE Server 

Runtime 

Express5800/120 



 

 

システム名： 分散開発／複数サーバ業務システム
(Linux) ユーザ数： 9ユーザ 

 

ポイント： 
複数のサーバとクライアントで開発・運用します。（COBOL開発環境を利用した分散開発）。 

評価は、COBOL開発環境がインストールされたサーバを、そのまま使用します。 
実行はマルチコアCPUのサーバ１台とシングルコアCPUのサーバ１台を使用します。 
整列併合、索引ファイル機能、refam機能、GMPを使用します。 
 推奨ハードウェア 

 サーバ： 
Express5800/120シリーズ 
Red Hat Enterprise Linux 7 
x86_64 
必要メモリ：16MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 
 
 クライアント： 
  パーソナルコンピュータ 
      ※タブレット PCは除く 
  Windows 10 
必要メモリ：20MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB  
 

 

型名 品名 
数

量 
単価 合価 

月間保守料 

単価 

月間保守料 

合価 

UL4387-50F COBOL Enterprise Edition Developer V3.0 1 3,370,000 3,370,000 42,200 42,200 

UL4387-50G-I COBOL Enterprise Edition Developer クライ
アントライセンス V3.0 4 337,000 1,348,000 4,300 17,200 

UL4387-509-I COBOL Enterprise Edition Server Runtime 
V3.0 2 1,250,000 2,500,000 15,700 31,400 

UL4387-50A-I COBOL Enterprise Edition Server Runtime 
V3.0 追加1ライセンス 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL4387-50B COBOL Media V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL9387-50D COBOL 言語説明書 V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL4200-503 SORTKIT/Enterprise for Linux V2.3 3 500,000 1,500,000 6,300 18,900 
UL4031-001 ISAM V1.0 3 300,000 900,000 3,800 11,400 
UL4031-002 ISAM 追加1ライセンス V1.0 1 100,000 100,000 1,300 1,300 
UL4098-x203 refam VX 3 900,000 2,700,000 11,300 22,500 
UL4614-105 GMP for Linux V1.1 1 1,150,000 1,150,000 14,400 14,400 

合計価格 14,818,000  175,000 

※金額はいずれも税別 

見積り時の注意事項： 
・分散開発のクライアント台数分が 9台のため、COBOL Enterprise Edition Developerに添付の 5台を超える分(すな
わち 4台分)は、COBOL Enterprise Edition Developer クライアントライセンスが必要です。 
・本番環境には、COBOL Enterprise Edition Server Runtime(UL4387-509-I)と COBOL Enterprise Edition Server 
Runtime 追加１ライセンス(UL4387-50A-I)を、CPU/Core数に応じた必要ライセンス分、購入してください。 
・ COBOL Media(UL4387-50B)、COBOL 言語説明書(UL9387-50D)は必要に応じて、必要数量を購入してください。 
・整列併合機能を使用する場合は、SORTKIT製品を購入してください。 
・索引ファイル機能を使用するには ISAM製品を、refam機能を使用するには refam製品を購入してください。 
・GMPを使用するには、GMP製品を購入してください。 

 

4 コア/CPU、物理 CPU1 個 2 コア/CPU、物理 CPU1 個 

Express5800/120 

開発＆評価環境 

コピー 

クライアント１ 

AP 

AP 
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作成 

COBOL EE Server  
Runtime 

AP 

シングルコア CPU、物理 CPU1 個 

クライアント９ 

：
分散開発 

リモートログイン 

Express5800/120 運用環境 

Express5800/120 運用環境 

COBOL EE Server  
Runtime 

COBOL EE 

Compiler 



 

システム名： 単独開発／複数サーバ評価システム

（Ｌｉｎｕｘ） ユーザ数： 1ユーザ 

 

ポイント： 
1台のサーバで設計・製造し、複数台のサーバで評価を実施します。 

アプリケーション作成はコマンドラインベースで実施するため、開発環境は利用しません。 

整列併合、索引ファイル機能、refam機能、COBOLプログラムに部品を組み込む機能を使用します。 
 推奨ハードウェア 

 サーバ： 
Express5800/120シリーズ 
Red Hat Enterprise Linux 7 
x86_64 
必要メモリ：16MB 
推奨空きディスク容量： 

50MB 
 

クライアント： 
  パーソナルコンピュータ 
      ※タブレット PCは除く 
  Windows 8.1(x86) 
必要メモリ：16MB 
最小空きディスク容量： 

17MB  
 

 

型名 品名 
数

量 
単価 合価 

月間保守料 

単価 

月間保守料 

合価 

UL4387-508 COBOL Enterprise Edition Compiler V3.0 1 2,000,000 2,000,000 25,000 25,000 

UL4387-509-I COBOL Enterprise Edition Server Runtime 
V3.0 2 1,250,000 2,500,000 15,700 31,400 

UL4387-50A-I COBOL Enterprise Edition Server Runtime 
V3.0 追加1ライセンス 1 1,250,000 1,250,000 15,700 15,700 

UL4387-50B COBOL Media V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL9387-50D COBOL 言語説明書 V3.0 0 10,000 0 ― ― 
UL4200-503 SORTKIT/Enterprise for Linux V2.3 2 500,000 1,000,000 6,300 12,600 
UL4031-001 ISAM V1.0 2 300,000 600,000 3,800 7,600 
UL4031-002 ISAM 追加1ライセンス V1.0 1 100,000 100,000 1,300 1,300 
UL4098-x203 refam VX 2 900,000 1,800,000 11,300 15,000 
UL4266-001 COBOL拡張部品 ライブラリ for Linux V1.0 1 1,150,000 1,150,000 14,400 14,400 
UL1266-002 COBOL拡張部品 定義エディタ V1.0 1 230,000 230,000 2,900 2,900 

合計価格 10,630,000 125,900 

※金額はいずれも税別 

見積り時の注意事項： 
・COBOL Enterprise Edition Compilerのインストールされているマシンで評価を行う場合は COBOL Enterprise 
Edition Server Runtimeは不要です。 
・ COBOL Enterprise Edition Compiler のインストールされていないマシンで評価を行う場合は、COBOL 
Enterprise Edition Server Runtime (UL4387-509-I)と COBOL Enterprise Edition Server Runtime 追加１ラ
イセンス (UL4387-50A-I)を、CPU/Core数に応じた必要ライセンス分、購入してください。 
・ COBOL Media(UL4387-50B)、COBOL 言語説明書(UL9387-50D)は必要に応じて、必要数量を購入してくだ
さい。 
・整列併合機能を使用する場合は、SORTKIT製品を購入してください。 
・索引ファイル機能を使用するには ISAM製品を、refam機能を使用するには refam製品を購入してください。 
・COBOL プログラムに部品を組み込む機能を使用するには、COBOL 拡張部品製品を購入してください。 

・COBOL 拡張部品 定義エディタは Windows クライアント OS のみで動作します。ご注意ください。 
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